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本日の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

国分寺都市計画道路 3･2･8 号線沿道まちづくり 

第５回ブロック検討会 資料 

全員でまず、共有

認識を持ちます 

 

ブロックに分かれ

て、お互いの考え

ていることを話し

合います 

全員で、話し合い

の結果を振り返り

ます 

１．開会 

２．ブロック検討会とは（おさらい）（5） 

３．これまでの流れと本日の進め方（２０） 

 
4．グループ別の意見交換（70） 

○事例から見るまちと環境施設帯（25） 

○模型を使ってイメージを膨らまそう（15） 

○イメージを言葉で表現しよう（30） 

 

５．グループ発表・全体意見交換（１５） 

６．次回の予定など（5） 

７．振り返りシートの記入（5） 

８．閉会 

意見交換 事例視察 

まち歩き 
イメージ共有 
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１．ブロック検討会とは（おさらい） 
 

1.1 ブロック検討会の目的 
 

国 3･2･8 号線が整備されることを契機として、沿道地区の問題や課題、将来の

まちのイメージ・アイデアを話し合い、沿道地区のまちづくりの方向性を分かち合

うことを目的とします。 

※沿道地区の範囲は、概ね国 3･2･8 号線の道路用地端から 100m の区域です。 

 

1.2 ブロック検討会の位置づけ 
 

沿道まちづくりは、「全体協議会」と「ブロック検討会」の２つ組織を中心に検

討を行っていきます。 

ブロック検討会で検討された内容については、全体協議会での議論の材料となり、

それにもとづき、沿道まちづくり計画（案）が策定されます。 

なお、本日は、地域特性に応じて、３ブロックごとに検討を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
沿道まちづくり計画（案）を策定する 

＝沿道まちづくりの方向性決定の場 

☆全体調整と全体の方向性検討及びブロック別の方向性の

決定を行います 

☆まちづくり条例に基づき、市民参加の場、市の基本的な

方針に関する説明の場として活用します 
 

 
地区の問題点・課題、将来イメージなどについて話し
合う         ＝地元調整・意見交流の場 

☆ブロックの特性に応じた課題抽出・方向性の検討を

行います 
☆沿道住民の“生”の意見を聴取するとともに、交流

を図りながらまちづくりの将来像を共有します 

市民・沿道住民・沿道土地所有者等 

 

国分寺市 
 
 

 

東京都 

全体協議会 

ブロック検討会 

沿道まちづくり協議会によるまちづくりの検討

情報共有 

全体の 
方針提示 

沿道まちづくりへの支援

意向の提示 
アイデア提案 

○ホームページ 

○まちづくりニュース 

等で情報発信と意見要望の把握 
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1.3 ブロック検討会の検討範囲 
 

ブロック検討会では、下図のように沿道地区と環境施設帯の部分について検討し

ます（車道部分については、検討を行いません）。 

 

※環境施設帯とは、沿道の良好な生活環境を保全するために設置される空間で、

植樹帯、歩道、自転車道、副道（本線車道に並行して設けられる道路で、沿道

からの出入りのための車道）などによって構成されるものです。 

簡単に言うと、沿道のまちと道路（車道）をつなぐ空間といえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4 ブロック検討会の運営ルール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※なお、傍聴は自由とし、カード記入等による意見の聴取を行うなど、できるだ

け多くの市民の方に参加してもらえるようにしています。 

 

概ね 100ｍ 

環境 
施設帯 

車道 

沿道地区 沿道地区 

概ね 100ｍ 道路

沿道まちづくり検討範囲 沿道まちづくり検討範囲 

道路 

環境 
施設帯 

○ブロック検討会は沿道まちづくりについて検討する場です。 

○国 3･2･8 号線自体については、東京都で別途検討するため、本ブロック検討会

では、取り上げません。 

○肩書きをはずし、みんな対等に議論すること。 

○他人の発言は尊重し、誹謗・中傷・批判はしないこと。発言に反対するときは、

発言内容にすること。 

○私権にかたよった発言は慎むこと。 

○合意形成に向けて努力すること。 

（グループとしての「提案」をまとめること） 

○会議の開始・終了・発言の時間などは守ること。 
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２．これまでの流れと本日の進め方について 
 

2.1 これまでの検討の流れについて 
 

これまでの４回にわたるブロック検討会では、事例視察やまち歩きを通じて、道

路整備にあわせた沿道まちづくりへの期待・アイデア・要望などの意見を頂くとと

もに、それらの意見をまとめて市街地課題図を作成してきました。 

今回からは、これまでのまとめた課題を踏まえ、具体的なまちづくりの検討を行

っていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回検討会 
 

沿道まちづくりって何？ 

第３回検討会（合同まち歩き点検） 
 

まちの魅力・問題を探ってみよう！ 
 

第２回検討会（合同事例見学会） 
 
まちづくりのイメージを膨らまそう！ 
 
 

知
る
・
学
ぶ 

調
べ
る 

○ 沿道まちづくりの目的・進め方を理解する 

● 自己紹介/沿道まちづくりへの思いを話し合う 

 

○ 事例見学会により沿道まちづくりを理解する 

● 参考となる点、イメージを考える 

○ まち歩きによるまちの魅力・問題を確認する 

● 新たに発見したことを話し合う 

 

5.19 開催 

6.16 開催 

6.30 開催 

第４回検討会 
 
沿道まちづくりの課題をまとめよう！ 
 

9.5 開催 

○ 道路整備イメージを確認する 

● これまでの結果から課題をとりまとめる 

（市街地課題図の作成） 

考
え
る 

（テーマ案） 

● 将来、どんなまちになればいいのかな 

● 緑を活かしたまちづくりはできないかな 

第５回検討会 
 
まちと環境施設帯について考えよう！ 
 

10.16 開催 

○ 市街地課題図を確認する 

● 事例や模型を使ってまちと環境施設帯を

イメージする 

● イメージを言葉で表現する 

第６～８回検討会 
 
3 回かけて、検討を行っていく予定。 
 

今後も継続的に実施する予定 
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2.2 これまでの課題のまとめ 
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2.3 第５回ブロック検討会の目的 
 

第５回ブロック検討会では、これまで話し合ってきたまちづくりの課題（市街地

課題図）を確認し、その上で、沿道のまちと道路をつなぐ、環境施設帯のイメージ

について、みんなで共有することを目的とします。（話し合いの成果は、表形式に

とりまとめます） 

 

 

2.4 本日の進め方 
本日は、３つのパートに分かれて実施したいと思います。 

 

 

 

○ 今回から拡大ワークショップになるということで、もう一度、ブロック検討

会の目的や進め方、ブロック検討会の意見の反映について事務局より説明し

ます。 

○ これまでの意見をまとめた「市街地課題図」を見ながら、今後、沿道まちづ

くりを進めていく上での課題についてみんなで共有します。 

○ 今日何をするのか、またどんな成果を出すのかについても理解します。 

 

 

 

 

○ まず、事例視察を行った地区の「まちと環境施設帯」の写真にて、おさらい

した上で、「こんなイメージがいい」「こんなイメージはいや」などの印象を

自己紹介を兼ねて話し合います。初めて参加する人は、「検討会にかける思い」

を合わせて発表してください。 

○ 次に、事務局が用意した「まちと環境施設帯イメージ模型」を用いて、その

イメージについて膨らませます。 

○ 最後に、話し合いで膨らましたイメージについて「言葉にするどんなイメー

ジか」「どこの場所をイメージしたものか」「そこでどんな利用ができるのか」

などをみんなで話し合いましょう（これらは、表形式にとりまとめます）。 

 

 

 

 

○ 各ブロックで作成した環境施設帯イメージを報告しあい、成果を分かち合い

ます。また、お互いの成果についての意見交換も行います。 

○ 本日の成果を「振り返りシート」に記入し、次回の検討会につなげます。

パート１：ブロック検討会の基本となる考え方と本日の進め方をみんなで

確認します。 

パート２：ブロックごとに分かれて、意見交換を行い、まちと環境施設帯に

ついて、イメージをふくらませます。 

パート３：ブロックごとに話し合った内容をみんなで分かち合います。 
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３．意見交換にあたって 

3.1 事例に見る「まちと環境施設帯」イメージ 府中 3･3･8 号線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ 

８ ９ 10 
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事例に見る「まちと環境施設帯」イメージ 調布 3･２･６号線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 

Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ 
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3.2 「環境施設帯」イメージとりまとめ表 

各ブロックにイメージ写真をあてはめ、そのイメージを言葉で膨らまして、表を完成させましょう。 

 

イメージ写真 このイメージを言葉にすると？ 

（写真のどんなところがいいの） 

どこの場所に使いたい？ 主に誰が利用するの？ どんな利用をするの？ 

（どんな使い方ができるのかな） 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

ここに写真を貼りましょう 


